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【成果】 

 ・ アンケートの記述より、理科に対する興味関心を高め、学習意欲を喚起する機会とすることができた。 

 

【課題】 

・ 科学実験、工作教室のブースの配置、会場割り当てについて見直しを行うとともに、実施の時間を延長すること 

 で体験の時間を十分に確保できるように、２日目の日程について検討する。 

  

 

国立日高青少年自然の家 

期日：平成 29年 12月 9日（土）～12月 10日（日） 

会場：国立日高青少年自然の家 

   プレイホール、サンゴの家、各研修室 

対象：親子または小学４年生以上のグループ、個人 

人数：宿泊 290名、日帰り 12名 計 302名 

 

趣旨： 科学実験工作教室やサイエンスショーを通じて、

次代を担う青少年に科学の楽しさや感動を与え、 

   知的好奇心を喚起する。 
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